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　茨城県障害者権利条例「障害のある人もない人も共に歩み幸せに暮らすための茨城県づくり条例」中で、第9条 2項に「特に配慮すべき事項」についての条文があります。今回その「特に配慮すべき事項」について案がまとまりましたので、茨城県がパブリックコメントを開始しました。「特に配慮すべき事項」は、日常生活分野などになります。茨城県障害者権利条例がさらに良いものになるためのパブコメですので、是非、意見を書いて送ってください。

今回の事項は、全国の条例では、条文の中の「各則」と呼ばれる各生活分野の規定にあたります。わかりやすく比較できるように、比較表を同封しましたので、比較してご確認ください。
◎パブリックコメントのポイント
1今回の特に配慮すべき事項については、全国の条例と比較しても、同等の事柄が書いてあると思います。しかし、パブリックコメントで反対の意見が多くあると文章が削除されてしまいます。そうならないように、良かった点として、送りましょう！！
2 事例を集めた際に、東日本大震災や昨年9月の常総市の洪水では、障害者が避難所に避難しても、情報が得られなかったり、まわりに迷惑がかかるからと言って避難所からすぐ出てしまった、との事例がありました。沖縄県の障害者権利条例では防災についての規定がありますので、是非、茨城県障害者権利条例でも、防災・災害についても規定を入れてもらいましょう！！
　沖縄県　障害者権利条例「障害のある人もない人も共に暮らしやすい社会づくり条例」
　（市町村防災計画に関する情報提供等）
　第３５条　県は、障害のある人の防災及び災害時の避難について、市町村における防災計画に関する市町
　村への情報の提供、技術的な助言その他の必要な施策を講ずるものとする。
3　今回の事項にはありませんが、相談体制についても、もっと身近なところで相談ができるようにしてもらいましょう！！
◎パブリックコメント例文
　以下に並べたものは例文です。この通りに書いてもらっても構いませんが、自分の言葉で書き込んでもらっても構いません。パブリックコメントはどんなことを書いても大丈夫です。強いて言うならば、今回の案の否定ばかりにならないように気をつけて、自身の思いや提案などが書かれていた方が、読む側としては前向きに条例の運用に取り組めると思います。自分の差別の体験なども交えて書いてもらってもいいです。
1について
· 今回のパブリックコメントの案は、全国の条例と比較しても大変良く書けています。ぜひ、この案の文章を一言も削除、変更することなく、定めてください。
· いままで、茨城県障害者権利条例になかった生活分野における差別規定が入り大変うれしいです。茨城県から、障害者が差別されることがなくなるように望みます。
· 4月1日からは、障害者差別解消法も始まります。それに先駆けて、茨城県では昨年から障害者の権利条例が出来たことはとてもうれしく思っています。今回この事項ができることで、障害のある人とない人がさらに住みやすい茨城県になって行くことを望みます。
· いままで、飲食店で入店拒否になったり、路線バスに乗せてもらえなかったりした経験があります。なので、今回の差別規定は、とても大切だと思います。
2について
· 東日本大震災の時に、避難所に行きましたが、段差があったり、多目的トイレがなかったりして、避難所からすぐに帰ってきてしまいました。是非、防災についての規則も入れてください。
· 避難所で自閉症のある息子と母親が、避難している他の人から、避難所で、大声を出したりしてさわいでいたら周りから迷惑がられたので、一晩で避難所を出ることになりました。ぜひ、避難所についても、合理的配慮が欲しいです。
· 聴覚障害があります。原発事故での放射能の影響で水道水が飲めないとの災害防災無線で放送がありましたが、放送が聞こえなかったので、その後、数日間、飲めないことを知らずに水道水を飲んでいました。防災についても、規則を作ってください。
3について
· 住んでいるところから、水戸の茨城県障害者差別相談室が遠いので、近くに相談窓口をつくって欲しいです。
· いつも相談を聞いてくれている相談員に、差別のことも相談したいです。
· 相談窓口は、各福祉圏域に1カ所と地域相談事業所(指定一般相談支援事業者)に設置してきめ細やかな相談体制にして欲しいです。
その他
● 条例に対する県民の認知度が低いので、それを高める具体的な対策を示し、実施してほしいです。
● 条例とはどのようなもので、何故必要性なのか、について県内各地でフォーラムを開催して理解を広げてください。
● 障害者は偏見や誤解、心ない言葉により傷つき生きづらさを感じている現実を、機会あるごとに周知して頂きたいです。
● 千葉県の障害者権利条例では、「障害のある人へのやさしい取組」として表彰する事も条例に書いてあります。茨城県でもそのような表彰する仕組みをつくってください。

よろしければ、同封のはがきに52円切手を貼って、茨城県障害福祉課へ直接お出しください。
★ご協力よろしくお願いします。★
目指せ１０００件！！パブコメ出しましょう！
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●茨城に障害のある人の権利条例をつくる会


●問合先 水戸市赤塚1-1970-5　KTM ビル1-B   自立生活センターいろは �　　　　　 TEL 029-252-8486  FAX 029-252-8487  メール  ibajyourei@gmail.com


　　　　　 ホームページ http://www.honyara.jp/ibakentsu/





茨城県　障害者権利条例　パブリックコメント


平成28年1月25日（月）〜平成28年2月26日（金）（必着）


（郵送の場合は、当日消印まで有効。）


   提出先


　　○ 郵　送：茨城県保健福祉部障害福祉課　企画グループ


　　　　　　 　〒310-8555　水戸市笠原町978-6


　　○ ＦＡＸ：029-301-3370


　　○ 電子メール：shofuku-kikaku@pref.ibaraki.lg.jp


（電子メールの場合は，件名に「障害者権利条例特に配慮すべき事項に対する意見」と記載してください。）








茨城県　障害者権利条例　パブリックコメント提出先


（1）氏名（企業・団体の場合は企業・団体名、部署名及び担当者名）


（2）住所


（3）電話番号又はメールアドレス


（4）意見


をお書きの上、下記まで提出ください。


○ 郵　送：〒310-8555　水戸市笠原町978-6茨城県保健福祉部障害福祉課　企画グループ


○ ＦＡＸ：029-301-3370


○ 電子メール：shofuku-kikaku@pref.ibaraki.lg.jp


（電子メールの場合は，件名に「障害者権利条例特に配慮すべき事項に対する意見」と記載してください。）


平成28年1月25日（月）〜平成28年2月26日（金）（必着）（郵送の場合は、当日消印まで有効。）








